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NY マーケットレポート（2018 年 4 月 20 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

≪ NY市場概況 ≫ 

 

NY 市場では、米国の主要な経済指標の発表がなく新規材料に乏しい中、米国債利回りの上昇を受けて、ドルは主要通貨に対し

て上昇となり、2/21 以来の高値を付けた。その後は、米主要株価の下落が続いたことが影響し、ドル円・クロス円は軟調な動

きが続いた。一方、ECB の当局者らが、債券購入プログラムを終了させる手順について、7 月会合まで発表を待てると考えてい

るとの報道が影響し、ユーロは主要通貨に対して軟調な動きとなった。また、トランプ米大統領が原油価格は「人為的に高くつ

り上げられている」とツイートしたことを受けて、一時 1ドル以上下落する場面もあった。 

 

 

要人発言 

 

ドラギ ECB 総裁 

 

・インフレ見通しに対する自信は増した 

・辛抱強さと粘り強さ、慎重さが必要 

・基調的なインフレ、緩やかに上昇する見通し 

・ユーロ圏の成長サイクル、ピークを過ぎた可能性 

・潤沢な金融緩和、引き続き必要 

 

 

 

G20 後の共同会見での日本の要人発言 

 

麻生財務相 

 

・米財務長官と為替に絞った話はせず 

・米財務長官と世界経済の文脈の中で為替の話をした 

・米国と日本の求めている貿易政策には明らかな違い 

・新たな枠組みの中で貿易について話をしていく 

・保護主義、内向き的な政策は良くないと米側に話をした 

・北朝鮮の報道についてまだコメントできない-核実験中止 

・北朝鮮は過去に何度も色々な約束をしてきた 

 

 

黒田日銀総裁 

 

・粘り強く金融緩和を続けていくと話したーＧ20 

・まだ物価目標まで距離がある 

・米国の正常化の動きは経済、物価の改善を反映したもの 

・そうであれば世界経済、日本経済にも好影響 

 

 

財務省幹部（日米財務相会談に関して） 

 

・ドル円の話は出なかった 

・日本から鉄鋼などの関税適用除外要請 

・日本の鉄鋼輸出は安全保障上の問題生じさせていない 
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米主要3指数は続落 

 

株式市場は、業績への懸念から電子機器大手が引き続き売り込まれたことが影響し、全体を押し下げる結果となった。また、米

長期金利の上昇で、企業の金利負担増加への警戒感が強まったことも圧迫要因となった。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動き

となり、一時 289 ドル安まで下落するなど、主要 3指数は続落となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：データを基に SBILM が作成 
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ドル円・クロス円は軟調な動きが続く 

 

米国の主要な経済指標の発表がなく新規材料に乏しい中、米国債利回りの上昇を受けて、ドルは主要通貨に対して上昇となり、

2/21 以来の高値を付けた。その後は、米主要株価の下落が続いたことが影響し、ドル円・クロス円は軟調な動きが続いた。 

 

 
出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


